
 
新
発
見
！ 

大
子
村
を
描
い
た
新
た
な
絵
図  

  

昨
年
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
て
史
料
調
査
を
行
っ
た
折
、
大
子
村
の

中
心
部
を
描
い
た
絵
図
を
新
た
に
確
認
し
ま
し
た
。「
久
慈
郡
大
子
邑
益
子
民

部
左
衛
門
宅
地
図
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
、
内
務
省
引
継
地
図―

内
務
省
引

継
地
図―

〇
二
〇
二―

〇
四
）
と
称
さ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
常
陸
国
の
十

五
の
古
城
の
絵
図
を
明
治
時
代
頃
に
集
め
た
「
常
陸
十
五
城
図
」
の
一
つ
で
、

現
だ
い
ご
小
学
校
付
近
に
位
置
し
た
城
跡
を
描
い
た
も
の
で
す
。 

 

大
字
大
子
の
「
後
山
」
に
は
、
戦
国
時
代
、
大
子
村
の
土
豪
で
あ
っ
た
益

子
氏
の
居
館
が
置
か
れ
て
い
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
に
入
り
、
居
館

自
体
は
そ
の
機
能
を
失
い
、
幕
末
期
に
は
そ
の
跡
地
に
大
子
郷
校
（
文
武
館
）

が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
土
地
利
用
が
続
け
ら
れ
た
結
果
、
現
在
、
居
館
跡
に

は
明
瞭
な
遺
構
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
本
図
の
発
見
に
よ
り
、
往

時
は
、
居
館
が
置
か
れ
た
場
（
御
殿
跡
）
を
囲
む
よ
う
に
土
塁
が
築
か
れ
、
さ

ら
に
そ
の
北
側
に
も
土
塁
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

ま
た
、
本
図
に
は
、
大
字
大
子
の
各
町
の
古
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

注
目
さ
れ
ま
す
。
泉
町
は
「
後
町
」
、
本
町
は
「
古
町
」
、
金
町
は
「
新
町
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
す
る
と
、
大
子

の
町
場
は
、
本
町
（
古
い
町
）
が
町
と
し
て
開
か
れ
た
後
、
泉
町
（
古
町
を
通
る

道
の
後
ろ
側
に
広
が
っ
た
町
）
、
金
町
（
新
し
い
町
）
へ
と
拡
大
し
た
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
今
後
の
調
査
の
進
展
が
楽
し
み
な
絵
図
で
す
。 

（
藤
井
達
也
） 

古
町 

泉
町
古
名
後
町 

金町古名新町 奥州海道 

御
陣
屋
跡 

愛
宕
山 

羽
黒
山 

御
殿
跡 

「久慈郡大子邑益子民部左衛門宅地図」 

※原図を一部拡大するとともに文字を加えた 
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家
具
と
空
間
と
地
域
の
デ
ザ
イ
ン 

中
村
聖 

 
  

は
じ
め
ま
し
て
、
私
は
、
中
村
聖
と
申
し
ま
す
。
神
奈
川
県
藤
沢
市
の
出

身
で
、
大
学
で
は
建
築
学
を
専
攻
し
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
は
東
京
の
建
築

設
計
事
務
所
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
〇
二
〇
年
（
令
和
二
年
）
二
月
に

茨
城
県
北
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
た
こ
と
を
契
機
に
大
子
町
に
移
住

し
ま
し
た
。
現
在
は
、
矢
田
で
「
コ
ー
ヒ
ー
と
家
具
の
お
店h

a
j
i
m
a
r
i

」
を

和
田
ま
り
あ
と
共
同
で
運
営
し
て
い
ま
す
。 

h
a
j
i
m
a
r
i

で
は
、
和
田
が
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
、
私
が
築
一
五
〇
年
の
古

民
家
の
改
修
を
担
当
し
て
、
ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
居
心
地
の
良
い
空
間
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
店
内
は
、
自
身
で
設
計
・
施
工
し
た
空
間
で
す
。
ま
た
、

古
家
具
や
古
道
具
も
取
り
扱
っ
て
お
り
、
修
繕
や
リ
メ
イ
ク
を
通
じ
て
新
た

な
魅
力
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。
町
で
捨
て
ら
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
家
具

を
引
き
取
り
、
そ
れ
を
修
繕
・
リ
メ
イ
ク
し
て
販
売
す
る
だ
け
で
な
く
、
お

客
様
か
ら
の
修
繕
依
頼
も
受
け
て
い
ま
す
。 

古
家
具
の
修
繕
・
リ
メ
イ
ク
は
、
大
子
町
へ
の
移
住
を
契
機
に
始
め
ま
し

た
。
私
は
、
二
〇
一
九
年
（
令
和
元
年
）
一
〇
月
の
台
風
一
九
号
の
災
害
復
旧

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、
浸
水
し
た
家
屋
か
ら
捨
て
ら
れ
た
家
具
が
積
み

上
げ
ら
れ
る
光
景
を
目
に
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
そ
の
家
具
が
持
つ
家
族
の

思
い
出
が
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
対
す
る
悲
し
み
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

の
経
験
か
ら
、
古
い
も
の
に
新
た
な
命
を
吹
き
込
み
、
次
の
世
代
に
継
承
し

て
い
く
取
り
組
み
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
古
家
具
の
リ
メ
イ
ク
に
お
い
て
は
、
お
客
様
の
ア
イ
デ
ア
を
楽
し

み
な
が
ら
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
和
箪
笥
に
タ
イ
ヤ
や
脚
を
取
り
付
け
て
テ

レ
ビ
台
に
し
た
り
、
ミ
シ
ン
台
を
テ
ー
ブ
ル
に
転
用
し
た
り
、
大
工
道
具
箱

を
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
変
身
さ
せ
た
り
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
飾
り
棚
に
ア
レ

ン
ジ
し
た
り
と
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
に
対
応
し
て
い
ま
す
。 

前
述
の
と
お
り
、
私
はh

a
j
i
m
a
r
i

の
改
修
を
担
当
し
ま
し
た
が
、
多
く
の

方
々
に
そ
の
実
績
を
評
価
し
て
頂
き
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
フ
ォ
ー
ム
の

設
計
・
施
工
も
ご
依
頼
頂
い
て
い
ま
す
。 

私
は
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
将
来
的
な
職
人
不
足
と
い
う
業
界
課
題
に
対

し
て
も
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
文
化
を
通
じ
て
新
た
な
道
を
切
り
拓
く
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
お
店
を
作
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、

様
々
な
人
々
が
協
力
し
、
共
に
創
り
上
げ
る
楽
し
み
を
提
供
す
る
こ
と
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
事
例
と
し
て
は
、
常
陸
太
田
市
の
新
宿
フ
ィ
ー
ル
ド
（
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
・
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
）
や
水
戸
市
の2

3
R
D

ス
タ
ジ
オ
（
ク
リ

エ
イ
タ
ー
ス
タ
ジ
オ
）
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
オ
ー
ナ
ー
自
ら
が

施
工
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
そ
の
空
間
に
愛
着
を
持
ち
、
お
客
様
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
役
立
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

私
は
、
「
家
具
と
空
間
と
地
域
の
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
考
え
方
を
重
視
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
小
さ
な
家
具
が
空
間
を
つ
く
り
、
そ
れ
が
地
域
の
活

動
を
生
み
出
し
、
さ
ら
に
地
域
の
文
化
が
家
具
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

家
具
を
考
え
る
こ
と
は
地
域
を
考
え
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

こ
の
考
え
方
の
も
と
、
古
家
具
を
再
活
用
し
、
生
き
生
き
と
し
た
空
間
を
生

み
出
す
こ
と
で
、
地
域
の
持
続
的
な
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
き
た
い
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
大
子
町
矢
田
在
住
） 

 

店内の様子 

リメイクした家具が並ぶ 

 

コーヒーと家具のお店 

hajimari 

・営業日：木・金・土・日 

・時 間：10～17 時 

・住 所：大子町矢田 654 

・連絡先： 

info@sat-nakamura.com 

 

ご相談のある方は、 

お気軽にご連絡、ご来店 

くださいませ。 
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ス
リ
バ
チ
的
ま
ち
あ
る
き
の
す
ゝ
め 

北
関
東
ス
リ
バ
チ
学
会
イ
バ
ラ
キ
分
団
長 

根
本
貴
彬 

 
  

は
じ
め
ま
し
て
、
根
本
貴
彬
と
申
し
ま
す
。
寄
稿
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
、
水
戸
で
団
体
職
員
と
し
て
勤
務

す
る
か
た
わ
ら
、「
北
関
東
ス
リ
バ
チ
学
会
」
を
仲
間
と
と
も
に
運
営
し
、
地

形
や
歴
史
に
着
目
し
た
ま
ち
あ
る
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の

活
動
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

ま
ず
、
ス
リ
バ
チ
学
会
と
は
何
か
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。
ス
リ
バ
チ
と
は

す
り
鉢
状
の
地
形
、
つ
ま
り
高
低
差
の
あ
る
窪
地
を
指
し
ま
す
。
学
会
と
い

っ
て
も
高
尚
な
学
術
団
体
な
ど
で
は
な
く
、
趣
味
人
ら
に
よ
る
緩
や
か
な
集

ま
り
で
す
。
東
京
で
、
地
形
を
観
察
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
て
い
た

皆
川
典
久
氏
が
、
二
〇
〇
三
年
に
東
京
ス
リ
バ
チ
学
会
を
設
立
し
た
こ
と
が

発
祥
で
、
現
在
で
は
、
千
葉
、
埼
玉
、
神
奈
川
、
名
古
屋
、
宮
城
な
ど
各
地

に
ご
当
地
ス
リ
バ
チ
学
会
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
北
関
東
で
は
、
二
〇
一
九

年
に
「
両
毛
ス
リ
バ
チ
学
会
」
が
活
動
を
開
始
。
そ
こ
に
茨
城
の
メ
ン
バ
ー

が
加
わ
り
、
一
昨
年
「
北
関
東
ス
リ
バ
チ
学
会
」
へ
改
組
し
ま
し
た
。 

私
た
ち
「
北
関
東
ス
リ
バ
チ
学
会
」
の
特
長
は
、
ひ
と
つ
の
県
で
は
な
く
、

茨
城
・
栃
木
・
群
馬
の
三
県
を
広
く
活
動
エ
リ
ア
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

北
関
東
三
県
と
い
う
広
範
囲
で
活
動
す
る
こ
と
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
比
較
で

き
る
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
何
か
と
一
括
り
に
さ
れ
が
ち

な
北
関
東
で
す
が
、
地
形
、
歴
史
、
文
化
な
ど
の
特
色
や
個
性
は
、
地
域
ご

と
に
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
栃
木
・
群
馬
の
諸
都
市
に
お
い
て
も
ま
ち
あ
る

き
を
行
い
、
広
く
地
域
を
観
察
し
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
、
翻
っ
て
地
元
を

深
く
知
る
き
っ
か
け
と
も
な
る
の
で
す
。
ど
こ
に
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
た

も
の
が
、
実
は
茨
城
固
有
の
も
の
で
あ
る
と
知
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ
の
逆

も
あ
り
ま
す
。
地
元
だ
け
を
観
て
い
て
は
、
そ
の
本
質
は
分
か
ら
な
い
も
の

だ
と
感
じ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。 

そ
ん
な
北
関
東
ス
リ
バ
チ
学
会
で
す
が
、
実
は
す
り
鉢
状
の
場
所
の
み
を

観
察
し
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
形
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
地
質

や
水
脈
、
歴
史
や
民
俗
、
建
築
、
文
化
や
芸
術
、
都
市
計
画
や
産
業
等
々
、

多
様
な
要
素
を
考
慮
し
て
観
察
し
ま
す
。
私
は
、
地
形
の
み
、
あ
る
い
は
歴

史
の
み
で
、
地
域
の
魅
力
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
古

来
よ
り
人
間
が
暮
ら
し
続
け
、
営
み
の
あ
る
場
所
に
は
、
前
述
の
要
素
が
地

層
の
よ
う
に
重
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
れ
ら
を
地
域
の
大
切
な
魅

力
と
考
え
観
察
す
る
こ
と
を
「
ス
リ
バ
チ
的
ま
ち
あ
る
き
」
と
称
し
、
実
践

し
て
い
る
の
で
す
。
地
域
を
多
様
な
視
点
で
観
察
し
楽
し
み
尽
く
す―

。
そ

れ
だ
け
の
こ
と
で
す
。
一
般
的
な
観
光
ガ
イ
ド
に
載
っ
て
い
る
も
の
だ
け
が

地
域
の
魅
力
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
が
何
と
も
思
っ
て
い
な
い
も
の
や
、

い
つ
も
そ
こ
に
あ
っ
て
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
観
る
人
や
、
観

方
に
よ
っ
て
は
、
地
域
の
魅
力
た
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。 

私
た
ち
は
、
地
形
や
歴
史
に
着
目
し
た
ま
ち
あ
る
き
を
続
け
ま
す
。
す
で

に
県
内
で
は
、
水
戸
市
、
日
立
市
、
つ
く
ば
市
で
公
開
型
の
ま
ち
あ
る
き
を

実
施
し
た
ほ
か
、
高
部
（
常
陸
大
宮
市
）
、
大
洗
町
、
結
城
市
、
取
手
市
な
ど
を

観
察
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
大
子
町
に
も
お
邪
魔
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
時
は
、
地
域
の
中
の
人
、
外
の
人
が
一
緒
に
な
っ
て
、
ス
リ
バ
チ
的
視

点
で
地
域
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
水
戸
市
在
住
） 

(上)水戸を案内する筆者 
(下)時には依頼により講演す
ることも(伊勢崎市にて) 

▼北関東スリバチ学会 FB 
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相
川
村
玉
龍
院
と
補
任
状
に
つ
い
て 

下
重
康
男 

 

相
川
村
（
大
子
町
相
川
）
に
は
、
修
験
寺
院
・
玉
龍
院
が
存
在
し
ま
し
た
。 

玉
龍
院
に
つ
い
て
、『
大
子
町
史 

通
史
編 

上
巻
』
に
は
「
天
正
年
間
相
川
村

玉
龍
院
下
住
芦
野
倉
村
三
光
院
」
、
「
寛
文
三
年
水
戸
藩
社
寺
調
査
開
基
帳
」

に
は
「
本
山
派
京
都
聖
護
院
系
列
相
川
村
玉
龍
院
下
住
芦
野
蔵
三
光
院
」
と

の
記
載
が
見
え
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
玉
龍
院
は
遅
く
と
も
戦
国
時
代
終
わ
り

の
天
正
年
間
に
は
存
在
し
、
京
都
聖
護
院
系
列
の
修
験
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
玉
龍
院
と
も
関
係
の
深
い
、
大
子
町
相
川
の
吉
成
家
（
屋
号

住
屋
）
に
伝
わ
る
「
吉
成
家
先
祖
覚
え
書
」
に
よ
る
と
、
吉
成
八
右
衛
門
と
称

す
る
里
修
験
（
修
験
者
）
が
そ
の
担
い
手
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。 

 

江
戸
時
代
の
大
子
町
（
保
内
郷
）
に
お
け
る
里
修
験
は
、
京
都
聖
護
院
本
山

派
に
属
す
る
も
の
と
、
京
都
三
宝
院
を
法
頭
と
す
る
当
山
派
に
属
す
る
も
の

の
二
系
統
が
確
認
さ
れ
ま
す
。
相
川
村
玉
龍
院
は
、
前
者
の
本
山
派
に
属
し

て
い
ま
し
た
。
保
内
郷
地
域
の
本
山
派
は
、
棚
倉
町
に
あ
っ
た
八
槻
大
善
院

が
統
括
し
て
お
り
、
玉
龍
院
も
同
様
に
そ
の
傘
下
に
あ
り
ま
し
た
。
水
戸
藩

に
よ
る
宗
教
政
策
の
も
と
で
、
保
内
郷
地
域
の
東
側
半
分
の
里
修
験
は
当
山

派
支
配
と
な
り
、
下
野
宮
村
金
光
寺
が
そ
の
中
心
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
一

方
、
西
側
半
分
の
里
修
験
を
支
配
し
た
の
は
、
本
山
派
で
あ
る
玉
龍
院
で
し

た
。
こ
の
体
制
は
、
明
治
初
頭
に
修
験
道
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
続
き
ま
す
。 

本
稿
で
は
、
こ
の
玉
龍
院
に
関
す
る
貴
重
な
古
文
書
で
あ
る
補
任
状
二
通

を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
先
述
の
吉
成
家
に
伝
わ
る
も
の
で
、
玉
龍
院

宛
に
出
さ
れ
た
、
格
式
や
身
分
の
証
明
書
で
す
。 

  
 

院
号
御
免
之
事 

 
 

被
聞
召
訖
、
不
可
有
子
細
旨
、 

 
 

検
校
宮
依
御
気
色
、 

 
 

三
山
奉
行
若
王
子
御
房
所 

 
 

被
仰
出
也
、
仍
執
達
如
件 

法
橋
義
元
（
花
押
） 

 
 

 

享
保
八
年
七
月
廿
八
日
（
丸
朱
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

法
橋
定
應
（
花
押
） 

 
 

 
 

八
槻
別
当
大
善
院
同
行 

 
 

 
 

 
 

常
州
久
慈
郡
保
内 

［ 
 

 

］ 

（
欠
損
部
分
は
玉
龍
院
ヵ
） 

  
 

桃
地
結
袈
裟
御
免
之
事 

 
 

被
聞
召
訖
、
不
可
有
子
細
旨
、 

 
 

検
校
宮
依
御
気
色
、 

 
 

三
山
奉
行
若
王
子
御
房
所 

 
 

被
仰
出
也
、
仍
執
達
如
件 

法
橋
義
元
（
花
押
） 

 
 

 

享
保
八
年
七
月
廿
八
日
（
丸
朱
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

法
橋
定
應
（
花
押
） 

 
 

 
 

八
槻
別
当
大
善
院
同
行 

 
 

 
 

 
 

常
州
久
慈
郡
保
内 玉

龍
院 

 

こ
の
補
任
状
は
、
修
験
活
動
の
根
本
に
な
る
院
号
使
用
と
桃
地
結
袈
裟
（
桃

色
地
）
の
着
衣
の
許
可
を
、
相
川
村
玉
龍
院
に
与
え
た
も
の
で
す
。
本
山
派
の

熊
野
三
山
検
校
宮
（
聖
護
院
）
の
「
仰
出
」（
命
令
）
を
受
け
、
補
任
権
を
司
る

熊
野
三
山
奉
行
若
王
子
乗
々
院
の
執
事
が
、
そ
の
命
を
伝
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
玉
龍
院
の
本
山
派
内
部
で
の
格
式
や
地
位
身
分
が
保
証
さ
れ
、

日
常
的
な
宗
教
活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
近
世
保
内

郷
の
修
験
の
様
相
が
わ
か
る
貴
重
な
史
料
で
す
。 

（
大
子
町
下
野
宮
在
住
） 



 

 
 

大
窪
光
謙
の
「
封
内
道
の
記
」
（
下
） 

吉
成
英
文 

 

佐
藤
家
は
、
陸
奥
の
佐
藤
庄
司
信
隆
の
末
裔
に
し
て
、
世
に
知
ら
れ
た
る

継
信
、
忠
信
の
兄
弟
は
判
官
義
経
に
追
随
し
て
命
を
落
と
し
た
が
、
そ
の
弟

信
篤
と
云
う
人
の
子
孫
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
家
に
伝
わ
る
系
図
が
二
巻
あ

る
。
一
巻
の
末
尾
に
は
「
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）
甲
戌
正
月
二
十
五
日
、
筆

者
竹
田
太
郎
信
綱
」
と
あ
り
花
押
を
記
し
て
い
る
。
も
う
一
巻
の
末
尾
に
は

「
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
丁
卯
三
月
三
日
筆
者
宥
賀
法
印
」
と
あ
り
、
こ
れ

に
も
花
押
が
あ
る
。
そ
の
他
、
継
信
の
母
が
も
っ
て
い
た
と
い
う
頭
陀
袋
も

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
高
名
な
武
士
の
末
裔
な
が
ら
、
い
つ
し
か
役
の
小
角
の

な
が
れ
を
汲
ん
で
山
伏
と
な
る
の
も
何
と
な
く
味
気
な
い
も
の
で
あ
る
。 

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
三
月
二
十
四
日
、
一
日
中
雨
降
り
。
終
日
、
佐
藤

家
で
よ
も
や
ま
話
な
ど
し
て
過
ご
し
泊
ま
る
。 

二
十
五
日
、
時
折
降
る
雨
の
中
を
傘
を
被
り
、
今
日
は
袋
田
の
滝
を
見
よ

う
と
道
案
内
の
人
を
頼
み
出
立
す
る
。
山
々
谷
々
を
過
ぎ
て
赤
駒
の
ま
せ
の

崖
と
云
う
と
こ
ろ
に
出
る
。
押
し
な
べ
て
こ
の
辺
り
の
道
す
が
ら
所
々
に
杭

を
立
て
横
に
細
い
木
を
渡
し
て
垣
根
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
野
飼
い
の
駒
に

よ
っ
て
畑
な
ど
が
踏
み
荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
設
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

は
万
葉
集
に
、
「
赤
駒
の
こ
ゆ
る
馬
柵
の
云
々
」
と
詠
め
る
歌
が
あ
る
の
で
、

こ
の
場
所
の
名
前
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
山
里
に
も
古
き
ま
ま

地
名
が
残
っ
て
い
る
の
は
よ
い
こ
と
で
あ
る
。 

そ
れ
よ
り
行
く
ほ
ど
に
や
っ
と
袋
田
村
に
着
い
た
。
こ
こ
か
ら
は
三
町
（
約

三
二
七
メ
ー
ト
ル
）
程
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
滝
の
音
が
間
近
に
聞
こ
え
た
の
で
、

岩
を
つ
た
い
藤
の
蔦
に
掴
ま
り
、
よ
う
や
く
滝
に
辿
り
着
き
、
見
上
げ
れ
ば

ま
こ
と
に
水
の
落
ち
る
様
、
岩
か
ど
に
水
の
砕
け
る
様
は
な
か
な
か
面
白
く

風
情
が
あ
る
。 

 
 

滝
の
音
に
聞
き
し
に
ま
さ
る
袋
田
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

白
布
流
す
景
色
を
ぞ
見
る 

ま
た
、
滝
の
北
側
に
不
動
堂
の
小
さ
な
堂
あ
り
。
屋
根
の
上
に
一
丈
ほ
ど

の
磐
が
被
さ
っ
て
い
る
の
で
雨
は
降
り
か
か
ら
な
い
よ
う
だ
。
ま
た
、
南
の

方
に
は
大
き
な
磐
の
柱
を
立
て
た
よ
う
な
、
そ
の
高
き
こ
と
は
雲
を
貫
く
ば

か
り
で
あ
る
。
滝
の
あ
ち
こ
ち
に
青
楓
が
茂
っ
て
い
た
が
、
秋
の
紅
葉
す
る

こ
ろ
に
比
べ
る
と
と
て
も
残
念
で
あ
る
。 

 
 

春
雨
に
茂
る
楓
を
ふ
り
す
て
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

錦
す
る
と
ふ
比
を
ち
ぎ
ら
む 

 
 

契
り
お
き
て
秋
ぞ
詠
め
む
袋
田
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

滝
に
楓
の
紅
葉
す
る
こ
ろ 

そ
れ
よ
り
月
居
の
山
に
登
る
。
こ
の
山
は
高
く
聳
え
た
山
な
の
で
遠
近
の

道
も
険
路
で
あ
る
。
昔
、
野
内
月
居
斉
と
云
う
人
が
住
ん
で
い
た
。
道
を
知

る
人
が
詳
し
く
話
し
て
く
れ
た
。
ま
た
過
年
、
わ
が
前
の
中
納
言
が
こ
の
山

に
遊
ば
れ
し
時
御
歌
を
よ
ま
れ
た
の
が
碑
に
刻
ん
で
あ
る
の
で
そ
れ
を
拝
ん

だ
。 こ

こ
で
道
案
内
人
を
帰
し
て
小
里
越
え
を
す
る
た
め
猪
ノ
鼻
を
越
え
、
小

中
、
大
中
村
を
過
ぎ
夜
半
に
平
山
村
に
至
る
。
こ
の
途
中
で
暗
闇
の
中
に
玉

簾
滝
が
あ
る
が
袋
田
の
滝
と
比
べ
る
と
、
小
さ
い
滝
な
が
ら
眺
め
は
一
入
妙

で
あ
る
と
聞
い
て
い
た
が
、
う
ば
た
ま
の
闇
の
中
な
の
で
滝
音
の
み
を
聞
い

て
道
路
を
急
ぐ
。 

 
 

か
ね
て
聞
ま
が
玉
だ
れ
の
滝
つ
せ
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

玉
も
ゆ
ら
ら
の
音
の
す
る
か
も 

町
屋
の
橋
を
渡
り
里
の
宮
村
の
赤
須
氏
の
家
に
泊
ま
る
。 

二
十
六
日
、
佐
都
大
神
の
御
社
に
参
拝
し
て
、
そ
れ
か
ら
里
川
を
渡
り
、

田
渡
、
高
貫
な
ど
の
村
を
過
ぎ
、
真
弓
の
新
路
を
越
え
て
大
久
保
村
の
自
宅

に
戻
る
。 

以
上
、
全
文
を
通
読
し
て
思
う
の
は
、
数
え
年
十
五
歳
の
少
年
の
風
流
心

を
持
っ
た
感
受
性
の
豊
か
さ
で
あ
り
、
そ
れ
に
驚
嘆
す
る
の
は
私
だ
け
だ
ろ

う
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
常
陸
太
田
市
在
住
） 
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旧
初
売
の
賑
わ
い
（
後
） 

  

前
回
に
引
き
続
き
、『
い
は
ら
き
』
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
大
子
町
の
旧
初
売

に
関
す
る
記
事
を
通
し
て
、
往
年
の
賑
わ
い
を
ご
紹
介
し
た
い
。 

  

＝
旧
初
荷
＝ 

各
地
買
初
の
賑
ひ 

△
大
子
町 

地
方
農
村
不
況
の
影
響
を
受
け
旧
歳
末
は
商
況
振
は
ず
嘆
声
を

漏
ら
し
て
越
年
し
た
が
恒
例
に
依
る
旧
正
月
二
日
の
初
売
出
し
は
案
外
の
好

況
で
夜
明
け
を
待
た
で
買
客
押
し
か
け
幾
分
個
人
別
に
は
購
買
額
の
少
い
傾

向
は
あ
る
ら
し
い
が
人
出
は
平
年
に
劣
ら
ぬ
有
様
で
午
前
九
時
前
後
は
各
商

店
満
員
忙
殺
の
盛
況
で
景
品
を
目
当
に
少
し
づ
ゝ
で
も
と
各
商
店
を
巡
買
す

る
お
客
も
あ
る
な
と
同
町
年
中
行
事
中
の
一
壮
観
で
あ
る
が
就
中
丸
太
（
島

崎
呉
服
店
の
こ
と
、
丸
太
は
同
店
の
商
標―

筆
者
注
）
、
外
池
、
内
田
、
樋
口
の
各

呉
服
店
吉
見
屋
、
助
川
植
田
の
雑
貨
店
小
崎
瀬
戸
物
金
澤
小
間
物
林
屋
、
井

坂
、
照
沼
の
各
菓
子
店
等
店
前
黒
山
を
築
へ
て
の
大
繁
昌
本
町
銀
行
付
近
は

各
種
の
大
道
店
で
客
を
呼
び
其
他
何
れ
も
相
当
の
賑
ひ
を
呈
し
た
当
日
だ
け

は
大
子
の
町
も
不
景
気
知
ら
ず
の
正
月
気
分
で
あ
つ
た 

（
大
正
十
四
年
一
月
二
十
六
日
付
け
第
二
面
） 

 

【
解
説
】 

 

こ
の
記
事
は
、
県
内
十
三
町
に
お
け
る
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
の
旧
初

荷
（
工
場
や
問
屋
な
ど
か
ら
新
年
最
初
に
商
品
が
出
荷
さ
れ
る
こ
と
、
初
売
と
同
様
に

一
月
二
日
に
行
わ
れ
る
）
及
び
旧
初
売
の
様
子
を
紹
介
す
る
記
事
の
う
ち
、
大

子
町
を
紹
介
す
る
箇
所
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

当
時
の
日
本
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
戦
後
恐
慌
と
関
東
大
震
災
の
甚

大
な
被
害
に
よ
り
、
不
況
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
旧
初
売
ば
か
り

は
違
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
記
事
は
、
大
子
町
の
旧
初
売
を
「
同
町
年
中
行
事

中
の
一
壮
観
」
と
評
し
、
具
体
的
な
店
名
を
挙
げ
て
そ
の
盛
況
ぶ
り
を
紹
介

し
、「
当
日
だ
け
は
大
子
の
町
も
不
景
気
知
ら
ず
の
正
月
気
分
で
あ
つ
た
」
と

結
ん
で
い
る
。 

 

不
況
下
で
も
旧
初
売
は
盛
況
と
い
う
状
況
は
、
他
町
も
概
ね
同
様
だ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
下
館
町
（
現
・
筑
西
市
）
は
、「
各
商
店
は
朝
か
ら
雪

崩
を
打
つ
て
押
か
く
る
地
方
客
の
為
め
に
店
頭
を
埋
め
ら
れ
大
町
、
田
町
金

井
町
本
城
町
稲
荷
町
等
の
大
通
り
は
い
づ
れ
も
肩
摩
の
大
雑
踏
を
呈
し
て
」

い
て
、
石
岡
町
に
至
っ
て
は
、「
早
朝
か
ら
の
客
足
で
各
店
共
黒
山
の
人
手
で

命
掛
け
の
買
物
を
為
す
と
云
ふ
盛
況
を
呈
し
た
」
と
い
う
。 

た
だ
、
松
原
町
（
現
・
高
萩
市
）
は
状
況
が
違
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
町
は
、

磯
浜
、
大
津
、
平
潟
、
豊
浦
の
各
町
と
共
に
一
斉
に
旧
初
売
を
実
施
し
た
が
、

「
炭
鉱
界
不
況
の
打
撃
で
例
年
に
な
く
閑
散
を
極
め
花
柳
界
も
ま
た
絃
歌
の

声
を
沈
め
寂
寥
々
た
る
も
の
で
あ
つ
た
」
と
い
う
。 

  

各
地
方
の
景
気
大
吉 

昨
日
旧
正
月
二
日
市
打
診 

大
子
町
旧
正
月
二
日
の
初
売
出
し
は
各
商
店
共
装
飾
を
こ
ら
し
大
景
品
付
で

来
客
の
吸
収
に
努
め
た
の
で
午
前
一
時
頃
よ
り
戸
を
叩
き
ド
シ

〱
近
郷
近

在
よ
り
水
郡
線
を
利
用
し
買
出
し
に
押
掛
け
同
町
各
商
店
並
に
停
車
場
は
近

来
に
見
ざ
る
雑
沓
を
呈
し
た 

（
昭
和
八
年
一
月
二
十
八
日
付
け
第
五
面
） 

 
【
解
説
】 

 
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
三
月
に
大
郡
線
（
後
の
水
郡
線
）
常
陸
大
子
駅
が
開

業
す
る
と
、
多
く
の
人
々
が
鉄
道
を
利
用
し
て
大
子
町
を
訪
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
交
通
手
段
の
変
化
に
伴
っ
て
、
ま
ち
の
賑
わ
い
の
中
心
は
、
老
舗
・

大
店
が
軒
を
連
ね
る
街
道
筋
（
金
町
）
か
ら
新
興
の
駅
前
（
栄
町
）
へ
と
移
っ

た
。
こ
の
記
事
も
「
同
町
各
商
店
並
に
停
車
場
（
常
陸
大
子
駅
の
こ
と―

筆
者
注
）

は
近
来
に
見
ざ
る
雑
沓
を
呈
し
た
」
と
伝
え
て
い
る
。 

 
 

（
大
金
祐
介
） 

防
除
暦
の
作
成
と
そ
の
役
割
（
下
の
五
） 

―

特
産
品
・
り
ん
ご
の
ル
ー
ツ
を
探
る
（
二
三
）―

 
 

本
誌
第
一
〇
九
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
に
厚
生

省
は
、
り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
、
き
ゅ
う
り
、
と
ま
と
の
四
食
品
に
つ
い
て
ヒ
素
、

鉛
、
Ｂ
Ｈ
Ｃ
、
Ｄ
Ｄ
Ｔ
、
パ
ラ
チ
オ
ン
の
五
つ
の
農
薬
そ
れ
ぞ
れ
の
残
留
許

容
量
を
初
め
て
設
定
し
、
こ
の
基
準
は
同
年
一
〇
月
か
ら
適
用
さ
れ
た
。
こ

れ
に
合
わ
せ
て
、
農
林
省
は
、
残
留
許
容
量
を
超
え
な
い
よ
う
な
農
薬
の
使

い
方
を
示
す
「
農
薬
残
留
に
関
す
る
安
全
使
用
基
準
」
を
決
定
し
た
。 

大
子
町
域
の
り
ん
ご
生
産
者
が
依
拠
し
た
昭
和
四
○
年
度
か
ら
四
四
年

度
ま
で
の
五
年
間
の
防
除
暦
を
み
る
と
、
前
記
五
農
薬
の
う
ち
パ
ラ
チ
オ
ン

を
除
く
四
農
薬
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
防
除
暦
に

示
さ
れ
た
農
薬
の
配
合
比
や
希
釈
度
、
散
布
回
数
や
時
期
等
を
遵
守
し
た
う

え
で
の
使
用
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
り
ん
ご
生
産
者
に
と
っ
て
病
害
虫

の
防
除
を
果
た
す
に
は
欠
か
せ
な
い
薬
剤
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。 

な
か
で
も
、
敗
戦
後
ま
も
な
く
伝
染
病
予
防
の
た
め
に
占
領
軍
に
よ
っ
て

導
入
さ
れ
た
Ｄ
Ｄ
Ｔ
は
、「
万
能
の
殺
虫
剤
」
と
言
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
農

業
生
産
者
の
み
な
ら
ず
一
般
の
国
民
に
も
常
用
さ
れ
る
馴
染
み
の
深
い
薬
剤

で
あ
っ
た
。
一
例
を
あ
げ
よ
う
。
北
茨
城
市
に
拠
点
を
置
い
た
常
磐
炭
礦
は
、

礦
員
向
け
の
社
内
報
に
「
Ｄ
Ｄ
Ｔ
の
使
い
方
」
と
題
し
た
記
事
を
載
せ
て
い

る
。「
何
処
の
家
庭
で
も
こ
ん
ど
の
大
掃
除
に
は
Ｄ
Ｄ
Ｔ
を
使
用
し
て
防
虫
の

処
置
を
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
夏
季
に
向
っ
て
使
用
す
る
機
会

が
多
い
と
思
わ
れ
る
」
と
し
て
、「
Ｄ
Ｄ
Ｔ
の
効
能
」「
粉
剤
の
使
い
方
」「
液

剤
の
使
い
方
」「
使
用
上
の
注
意
」
を
列
挙
し
た
（
「
茨
城
礦
業
所
タ
イ
ム
ス
」
第

八
一
号
、
昭
和
二
七
年
五
月
一
日
発
行
）
。
蚊
、
ハ
エ
、
ノ
ミ
、
家
ダ
ニ
等
の
害
虫

を
防
ぐ
た
め
、
大
掃
除
に
Ｄ
Ｄ
Ｔ
を
利
用
す
る
の
は
ご
く
当
た
り
前
の
風
景

に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
Ｄ
Ｄ
Ｔ
の
利
用
に
歯
止
め
が
か
か
り
始
め
る
。 

登
録
し
て
あ
れ
ば
自
由
で
あ
っ
た
農
薬
使
用
に
規
制
を
か
け
る
行
政
側

の
動
き
を
、
り
ん
ご
生
産
者
は
ど
の
よ
う
な
形
で
つ
か
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
第
二
防
除
組
合
（
大
子
町
西
部
地
区
）
の
薬
剤
部
長
を
長
年
務
め
ら
れ

た
木
澤
源
一
郎
さ
ん
に
よ
る
と
、
主
な
情
報
源
は
茨
城
県
経
済
連―

大
子
町

農
協
で
あ
っ
た
と
い
う
。
資
金
不
足
の
た
め
掛
け
で
購
入
し
、
秋
に
り
ん
ご

の
販
売
代
金
で
支
払
う
形
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
経
済
連
ル
ー
ト
が

農
薬
を
調
達
す
る
専
ら
の
方
法
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
経
済
連
の
職
員

や
農
協
の
営
農
指
導
員
ら
が
「
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
回
っ
て
歩
い
て
い
た
」
た
め
、

自
ず
か
ら
農
薬
を
め
ぐ
る
最
新
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
を
吸
収
し
て

い
た
と
も
い
う
。
ま
た
、
昭
和
四
五
年
に
防
除
組
合
が
で
き
て
か
ら
は
毎
年

一
二
月
に
組
合
の
防
除
検
討
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
も
ま
た
格

好
の
勉
強
の
場
、
情
報
交
換
の
場
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
他
、
八
月

初
め
頃
に
は
農
協
主
催
に
よ
る
夏
季
検
討
会
も
開
か
れ
て
い
た
。
農
薬
残
留

問
題
に
対
す
る
社
会
的
な
関
心
が
に
わ
か
に
高
ま
る
な
か
、
経
済
連
、
農
協

と
連
携
し
、
自
ら
も
検
討
会
を
設
け
て
情
勢
変
化
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
り

ん
ご
生
産
者
の
前
向
き
な
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

木
澤
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
昭
和
四
○
年
代
は
り
ん
ご
の
実
一
つ
一
つ
に
袋
を

か
け
る
有
袋
栽
培
方
法
を
と
っ
て
い
た
。
五
月
末
か
ら
六
月
に
袋
を
か
け
、

八
月
に
な
る
と
早
い
品
種
か
ら
順
に
袋
を
外
す
、
外
し
た
後
に
は
農
薬
は
用

い
な
い
と
い
っ
た
こ
の
方
法
は
、
経
費
や
手
間
は
か
か
る
も
の
の
、
農
薬
が

直
接
り
ん
ご
に
付
着
し
な
い
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
こ
の
栽

培
方
法
も
功
を
奏
し
た
の
か
、
大
子
保
健
所
が
各
地
区
か
ら
一
～
二
キ
ロ
ず

つ
買
い
取
っ
て
検
査
を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
残
留
農
薬
問
題
は

大
子
町
に
は
発
生
し
な
か
っ
た
と
い
う
。 

農
作
物
に
残
留
し
人
の
健
康
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
一
部
の
農

薬
に
は
残
留
許
容
量
が
設
定
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
対
象
は
昭
和
四
六
年

時
点
に
な
る
と
一
四
食
品
、
九
農
薬
に
拡
が
っ
て
い
る
。
基
準
と
な
る
許
容

量
を
超
え
た
食
品
に
つ
い
て
は
、
食
品
衛
生
法
の
規
定
に
よ
り
廃
棄
が
命
じ

ら
れ
、
製
造
、
販
売
し
た
者
が
処
罰
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
え
た
か
ら
、
ど
の

分
野
の
生
産
者
も
真
剣
に
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 

（
齋
藤
典
生
） 
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Ｔ
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を
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懐
か
し
き
昭
和
の
大
子
（
三
） 

 

○
国
道
一
一
八
号
線
開
通
後
の
池
田
（
昭
和
四
十
八
年
頃
） 

 

手
前
に
写
る
住
宅
街
は
、
大
子
町
初
の
町
営
住
宅
で
あ
る
松
沼
住
宅
（
昭

和
三
十
～
三
十
三
年
度
建
設
）
で
あ
る
。
そ
の
先
に
は
、
大
子
警
察
署
（
昭
和
四

十
五
年
開
署
）
、
大
子
町
立
中
央
公
民
館
（
昭
和
四
十
七
年
開
館
）
、
大
子
町
立
大

子
中
学
校
（
昭
和
四
十
四
年
開
校
）
が
写
る
。 

 

○
松
沼
地
内
の
国
道
一
一
八
号
線
（
昭
和
四
十
八
年
頃
） 

 

国
道
一
一
八
号
線
の
う
ち
、
北
田
気
交
差
点
以
北
は
大
子
町
中
心
市
街
地

の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
北
田
気
交
差
点
か
ら
池
田
橋
交
差
点
ま

で
は
昭
和
四
十
七
年
八
月
に
、
池
田
橋
交
差
点
か
ら
川
山
交
差
点
ま
で
は
昭

和
四
十
八
年
三
月
に
開
通
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
大
金
祐
介
） 

 

          

編 

集 

大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
会 

編
集
人 

 

齋
藤 

典
生
（
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
員
） 

藤
井 

達
也
（
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
員
） 

大
金 

祐
介
（
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
員
） 

神
長 

 

敏
（
大
子
町
教
育
委
員
会
事
務
局
） 

 
 

 
 

大
金 

真
理
子
（
大
子
町
教
育
委
員
会
事
務
局
） 

発 

行 

大
子
町
教
育
委
員
会 

久
慈
郡
大
子
町
大
字
池
田
二
六
六
九
番
地 

☎
０
２
９
５
（
７
２
）
１
１
４
８ 

発
行
日 
二
〇
二
四
年
（
令
和
六
）
六
月
一
日 


